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§１．研究成果の概要 

 

本チームでは、「優しい介護」ユマニチュードのケア技術を、ウェアラブルセンサー、環境センサ

などで取得、定量化し、統計的解析などを用いて優しいケアスキルがどのような要素から構成され

るのかを計算機的に解析し、学習システムの開発につなげることを目的としています。また、優しい

介護スキルがどうして認知症の人に有効に働くかを認知／脳科学的に原理解明しようとしていま

す。本年度の成果は以下のとおりです。 

 

●中澤 G：「見る」技術の計測と解析 

- 「見る」を含めたマルチモーダルインタラクションの解析 

- 教育システムの開発 

●倉爪 G：「触れる」技術の評価 

- 全身触覚センサを用いた触れる技術の調査 

- データグローブを用いた触れる技術の調査と技能教示システム 

●佐藤 G：優しい介護の対人スキルの理解 

- ユマニチュードの対人スキルの効果の検証 

- ユマニチュードの対人スキルの作用メカニズムの解明 

- 「優しい」の測定 

●本田 G：マルチモーダル・ケアコミュニケーション技法の臨床評価 

- 歯科医師・歯科衛生士を対象としたユマニチュード教育介入の検証 

- 家族介護者を対象としたユマニチュード教育介入の検証 

●石川 G：ケアの情報学的評価と学習支援 

- ケアインタラクションの情報学的評価 

- 協調学習支援 

●高松 G：ロボットによる「触れる」技術の提示と評価 

- 「触れる」ロボットのプロトタイプシステムを用いた「触れる」技術の評価 

- よりよい「触れる」を実現するためのプロトタイプシステムの改良 

 

 

§２．研究実施体制 
 

（１）中澤グループ 

① 研究代表者：中澤 篤志 （京都大学大学院情報学研究科 准教授）  

② 研究項目 

・頑健な顔検出アルゴリズムの構築、頑健なアイコンタクト検出アルゴリズムの構築 

・介護行動データセットの作成 

・優しいケア熟練者・初学者間の「見つめる」スキル比較 

 

（２）倉爪グループ 

① 主たる共同研究者：倉爪亮 （九州大学大学院システム情報科学研究院 教授） 

② 研究項目 

・Big Sensor Box における身体動作・話しかけスキルの計測・定量化 

・介護施設への移動、設置が可能な簡易型 Portable B-sen の開発 

・介護行動データセットの作成 

 

（３）本田グループ 

①主たる共同研究者：本田美和子（東京医療センター臨床研究センター総合内科 医長） 
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②研究項目 

・ケア技術データを集積 

・医療機関における高齢者ケア技術教育  

・ケア技術教育とその社会実装 

・社会実装のパイロット研究 

・介護行動データセットの作成 

 

（４）佐藤グループ 

①主たる共同研究者：佐藤弥（理化学研究所ロボティクスプロジェクト チームリーダー） 

②研究項目 

・感情的表情を定量化する解析アルゴリズムの構築 

・感情的表情の神経基盤の fMRI 研究 

・表情を通した感情増幅の心理学研究 

・表情を通した感情増幅の fMRI 研究 

・アイコンタクトの心理学研究 

・現実場面で感情的表情を検出するウェアラブル装置の開発 

・介護行動データセットの作成 

 

（５）石川グループ 

①主たる共同研究者：石川翔吾（静岡大学情報学部 助教） 

②研究項目 

・ケア技術の評価システム 

・ケア技術の標準化と教育システム開発 

・マルチモーダル行動分析システム開発  

・ケア技術教育介入研究 

 

（６）高松グループ 

①主たる共同研究者：高松淳（奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科 准教授） 

②研究項目 

・身体・視線行動計測システムの構築 

・アバター・人型ロボットによる模倣  

・外的刺激・身体・視線行動のモデル化 
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